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名   称：介護相談室みずもと (居宅介護支援事業所)

開 設 日：2012 年 7 月 1 日

所   長：石崎 弘子

事業所番号：1372205540

所 在 地：東京都葛飾区水元3-22-21

水元公園共同ビル 1F

TEL ：03-3826-6281 FAX ：03-3826-6282

＜交通案内＞

・JR・京成「金町駅」より徒歩15 分

・京成バス 西水元三丁目行き 大場川水門行き

「水元公園停留場」下車 徒歩 １分

7月1日よりすこやか福祉会で3ヶ所目の居

宅介護支援事業所として葛飾区水元に「介護

相談室みずもと」が開設します。

居宅介護支援事業所の役割は、利用者様の

心身の状況、その他おかれている環境等に応じ

て、その利用者様が可能な限り居宅において日

常生活を営むことが出来るよう利用者様の立場

に立って支援をすることです。

業務の内容は、介護保険全般についての相

談・介護認定の申請代行・居宅サービス計画の

作成・各サービスの調整・各サービスの苦情相

談等です。

開設時は、管理者と介護支援専門員を兼務

する職員 1 名体制ですが、すこやか福祉会はじ

め協議会の関連事業所のご協力を頂き、業務を

進めてまいりたいと思います。

どうぞ、皆様宜しくお願いします。

介護相談室みずもと 所長 石崎 弘子
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社会福祉法人すこやか福祉会

○貸借対照表（資産の状況） 単位：千円

科 目 名 前年度 当年度 増減額

資 産 3,966,568 4,147,340 180,772

負 債 1,646,238 1,856,056 209,818

差引純資産 2,320,330 2,291,284 ▲29,046

○資金収支計算書 単位：千円

科 目 名 当年度予算 当年度 予算差

経常活動収入 2,759,424 2,761,628 2,204

経常活動支出 2,642,719 2,643,434 714

【経常資金収支差額】 116,705 118,195 1,490

【施設整備資金収支】 7,045 7,045 0

【財務活動資金収支】 ▲102,800 ▲102,800 0

《当期資金収支差額》 20,950 22,440 1,490

《前期末資金残高》 386,300 386,300 0

《当期末資金残高》 407,250 408,740 1,490

○事業活動計算書 単位：千円

科 目 名 前年度 当年度 増減額

事業活動収入 2,674,742 2,856,624 181,883

事業活動支出 2,699,638 2,824,313 124,675

【事業活動収支差額】 ▲24,896 32,311 57,207

【事業外収支差額】 8,356 15,599 7,243

《経常収支差額》 ▲16,541 47,910 64,450

【特別収支差額】 42,066 ▲5,624 ▲47,690

《当期収支差額》 25,525 42,286 16,761

2011年度に新規開設した事業所はありませんでした。

○ 貸借対照表（資産の状況）

資産に関しては、2012 年度開設予定の軽費老人ホーム

の土地、貸借権取得のため、7千万円増加しました。

負債については、軽費老人ホームの土地、貸借権取得の

ための資金 7 千万を長期借り入れしたため増加しまし

た。資産から負債を引いた法人の純資産額は22億9千1

百万円となりました。

○ 資金収支計算書

経営改善したことで、経常資金収支差額で予算を超過

（昨年度より 7千万円改善）しました。

○ 事業活動計算書（損益計算書）

ほぼ全ての事業で事業収入事業収入が増加し、前年度

より 1億 8千 1百万円の増収となりました。特に訪

問介護事業・通所介護事業で大幅な収入増がありまし

た。また、前年度 12月に墨田区業平に開設した新規

事業（小規模多機能・グループホーム）も、軌道に乗

り、事業活動収支差額は 3千 2百万と、前年度より 5
千 7百万円の改善となりました。

また、特別収支差額については、前年度、特別収入で

施設整備に係る寄附金収入 4千 4百がありましたが、

今年はそれがなく、前年度に比べ▲4千 7百万円とな

りました。

当期収支差額については、4千 2百万円と、前年度よ

り 1千 6百万円の改善となりました。

株式会社 ファミリーケア

○貸借対照表 単位：千円

科 目 名 前年度 当年度 増減額

資 産 305,153 281,412 ▲23,741

負 債 411,468 386,366 ▲25,102

純資産 ▲106,316 ▲104,954 1,361

○損益計算書 単位：千円

科 目 名 前年度 当年度 増減額

事業収益 457,614 472,165 14,551

事業費用 464,485 466,839 2,355

【事業利益】 ▲6,871 5,325 12,196

《経常利益》 ▲9,976 2,706 12,681

《当期利益》 ▲11,676 1,361 13,037

○ 貸借対照表（資産の状況）

経営改善をしたため、若干ではありますが、純資産額

が改善しました。

○ 損益計算書

事業収入につきましては、訪問介護事業で約 1 千万

円、通所介護事業で約 400 万円の収入増がありまし

た。

当期利益は136万円の黒字となり、前年より約1千3

百万円の改善となりました。
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今年は、3 年生、6 年生の（児童数）12 名が過

ごす、少人数のアットホームな学童保育クラブで

す。子どもたちの意識は、大家族、友達は、兄弟

姉妹の感覚になっているようです。『ただいまー』

と帰ってきて、まず安心できるトイレに入り、ゆ

っくり用を足す子。『ねえ聞いて聞いて」とお家

や学校であったことをゴロンゴロンしながらま

ったり話す子。『今日のご飯はなに？』（今や”お

やつ”ではなく、ご飯とたとえてしまう子が数人

出てしまうほどです）と台所に来て、メニューを

ながめてキャーと喜ぶ子。おやつの時間も勉強す

る時も2つのテーブルで、大家族のようにゆった

り過ごします。腹ごしらえの後は、みんなで1つ

の大きな遊びをすることも多く、今は『風船バレ

ー』や『S ケン』が流行中。ケンカしても人事で

はなく、自分のことのように皆で相談して解決し

ています。

子どもたちとって

「第2の我が家」、子ど

もたちの明るい声が響

く暖かい学童保育クラ

ブです。

写真の「カリカリ揚

げ」は、子どもたちと

作りました。餃子の皮にシーチキンやチーズ･チ

ョコ・コーンやハム・・など好きなものを入れて

油で揚げます。子どもたちに人気のおやつです。

年々高学年は帰りが遅いので、月に1回くらいし

かクッキングが出来ません。エプロンと三角巾も

スムースにつけて、わいわいおやつ作りを楽しみ

ます。

やはり自分で作ったものは良く

食べます。時々お家でもおかあさん

に教えてくれるそうです。包丁さば

きも上手な子もいます。スナック菓

子ではない手づくりのおやつは、学

童の楽しみになっています。

はやぶさ学童保育クラブ主任 橋本 真優子

5 月 27 日（日）毎年恒例の葛飾やすらぎの郷

にてチャリティーバザーを開催しました。

今年も昨年同様、天候にも恵まれ、たくさんの

ボランティアの方のご協力もあり、盛大に開催す

ることができました。

チャリティーバザーでの収益は 502,132 円で

した。

ご協力いただいた皆様、本当にありがとうござ

いました。

すこやか福祉会を支援する会

特別養護老人ホーム 葛飾やすらぎの郷
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今回記事にも取り上げていますが、

今年４月に入職された皆さん職場に

は慣れたでしょうか？覚える事も多

く大変だと思いますが、体調に気をつけて無理せず頑

張って下さい。季節がら、熱中症や食中毒にお気をつ

けてお過ごし下さい。

5 月より、『新宿在宅サービスセンター』の

主任に着任しました竹川です。

平成１３年度すこやか福祉会に入職、葛飾や

すらぎの郷、グループホームかなまちと経験さ

せて頂き、現在は新宿在宅サービスセンターに

て毎日、ご利用者さまと楽しく活動させてもら

っています。

新宿在宅サービスセンターでは、葛飾やすら

ぎの郷との合同の行事を多く持たせてもらい、

新年会から始まり、若葉コンサート、バザー等、

ご利用者、ご家族、ボランテイアさん、地域の

皆様のご協力のもと楽しい行事が盛りだくさ

んとなっております。

バザーでは、デイサービス

での手作業にて、針金ハンガ

ーのモップを作成した物を

出品し、実際にご利用者さま

に売り子さんとして職員と

一緒に参加してもらい、バザ

ーを盛り上げて頂きました。

地域とつながりを大切にしていき、毎日が、

笑顔あふれる場所としてこれからも職員一同

頑張って行きたいと思いますので、よろしくお

願い致します。

お近くに寄ったときには、是非見学にいらし

てください。お待ちしております。

今回はやすらぎの郷、新人職員の村上冬香さん

にお話を聞いてみました。

Q、学校を 3 月に卒業し、やすらぎの郷に入職して３

ヶ月、何か「大変だ」「ここに困っている」等、苦労し

ている事はありますか？

A、忙しい業務の中で、業務内容や入居者様一人ひ

とりに合わせた介助方法を覚えていくことです。一

つのことに集中してしまい、周りが見えていない

等、気持ちばかりが焦ってしまうこともあります。

Q、逆に仕事での楽しみはありますか？

A、入居者様の笑顔を見ることは楽しみでもあり、嬉

しい気持ちになります。少しずつではありますが、

落ち着いて介助に入れるようになってきたことで楽

しさを感じることができてきました。

Q、やすらぎの郷に入職する前の意気込みと、働いて

みてからの意気込みに何か変化はありましたか？

A、入居者様に寄り添ったケアをしたいという気持ち

も、前向きに頑張っていきたい気持ちも変わってい

ません。これからもこの想いを忘れずにいたいで

す。

Q、最後に今後の目標などありましたらお願い致しま

す。

A、まだまだ半人前以下だと思います。悩むこともたく

さんありますが、失敗からも多くのことを学んで、

広い視野を持って取り組んでいきたいです。

インタビュアー やすらぎの郷 二宮 靖明


